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本紙編集部が選んだ…

↑体育館前のイチョウの木(11月上旬)。イチョウは雲

南市の木に選定されています。確かに目につきますネ。

進路をみつめた雲南三高
ゆ め

地域に支えられ

秋
は
学
校
で
も
地
域
で
も
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
会
合
が
目
白
押
し
。

保
護
者
の
皆
様
も
ご
多
忙
の
中
、

三
刀
屋
高
校
で
開
催
し
ま
し
た
諸

会
合
に
ご
出
席
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

学
期
末
の
保
護
者
面
談
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ま
た
、
今
年
度
初
め
て
計
画
し

ま
し
た
岡
山
方
面
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
11
／
10
生
徒
は

代
休
日
、
３
大
学
訪
問
）
に
は
保

護
者
・
生
徒
あ
わ
せ
て
17
名
の
参

加
を
得
ま
し
た
。
日
帰
り
の
強
行

日
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
異

な
り
、
複
数
の
大
学
の
普
段
の
学

生
生
活
に
も
触
れ
る
機
会
と
な
り

好
評
を
得
ま
し
た
。
以
下
は
、
参

初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も
開
催

▽
（
代
休
日
の
）
月
曜
日
で
、
大

学
生
さ
ん
た
ち
の
講
話
や
普
段
の

学
校
生
活
を
見
学
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
▽
在
学
生
と
話
を
す
る

時
間
が
も
う
少
し
欲
し
か
っ
た
。

受
験
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
。
▽
学
生
の
ナ
マ
の
言
葉
で
体

験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
人
の

私
た
ち
で
さ
え
得
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
１
、
２
年
の
頃
に
我
が
子
と

い
っ
し
ょ
に
行
け
る
と
良
か
っ
た

で
す
。

今
年
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

来
る
年
が
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

三
刀
屋
高
校
教
職
員
一
同

１年生は９分の２学期
２年生は９分の５学期
３年生は９分の８学期｝を経て、

10年(30学期)後の自分が

見えてきたでしょうか

の

★90 周 年
★楽 校
★Go for it！

↑三高生へのエールを形
にした恩田校長作のフラッ
グ。英語教員らしく表現
した“Go for it！”と
は、夢に向かって頑張れ！
すすめ・行け！という意

校
長
、
教
頭
が
と
も
に
新
任
、
さ
ら
に
は
総
務
部
・
教
務
部
・
進
路
指
導
部
の
各
部
長
も
交

代
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
26
年
度
は
、
学
校
創
立
90
周
年
の
節
目
を
祝
う
記
念
行
事
も
重
な
っ

て
多
忙
感
は
拭
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
新
体
制
と
言
え
る
中
で
例
年
以
上
に
試
行
錯
誤
・
一
歩

改
善
の
姿
勢
を
す
す
め
た
年
で
し
た
。
同
時
に
、
本
紙
「
蒼
雲
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
学
校
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
事
に
も
腐
心
し
ま
し
た
。
単
に
状
況
を

伝
え
る
媒
体
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
徒
・
教
職
員
自
身
が
自
分
の
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
自

分
と
学
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
拠
り
所
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

岡山大学での概要説明の場面

保護者・地域の皆様へ

（
本
日
か
ら
の
保
護
者
面
談
、
本
日
配
布
の
「
学
校

評
価
」
へ
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

加
の
皆
様
の
感
想
（
抜
粋
）
で
す
。

受
験
は
粘
り
勝
ち
！

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

ま
で
あ
と
１
か
月

夢
を
忘
れ
ず

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
下
さ
い

如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

←12月10日、地

域産業研究学年

発表会で石橋学

年主任が1年生

に向けた言葉。

「皆さんが想像する以上に、地域の方々は皆さんに期待しています」

秋は、三刀屋高校総合学科のキャリア教育関

連プログラムが盛りだくさんでした。その一つ

ひとつが、皆さんの将来につながるきっかけ作

りになっているはずです。そして、皆さんが想

像する以上に、地域の方々は皆さんに

期待しています。期待されているからこそ、60

以上の事業所で地域産業研究実習(インターン

シップ)も受け入れてもらっています。そのこ

とを感じ取ってもらいたいと思います。期待に

応える三高生であってもらいたいと思います。

生
徒
の
皆
さ
ん
へ

受験生へ

を見つめ直した秋

地域と自分

の 今と将来

各
種
行
事
へ
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

御 礼
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今号の結果記事は先週末12月12日分までです

剣

道

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

卓

球

県
高
校
選
手
権

（
11
／
７
～
９
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

今
大
会
で
三
刀
屋
男
子
が
ベ
ス

ト
４
入
り
し
た
の
は
在
校
生
が
生

ま
れ
る
前
の
平
成
６
年
以
来
の
こ

と
。
実
に
20
年
ぶ
り
の
３
位
入
賞

の
快
挙
と
な
っ
た
。

３
年
生
も
出
場
可
能
な
今
大
会

は
12
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜

大
会
（
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）
の

県
予
選
を
兼
ね
、
男
子

は
31
校
、
女
子
は
28
校

が
出
場
し
て
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

男
子
は
本
校
も
３
年

生
の
う
ち
３
名
が
出
場
。

準
決
勝
で
は
今
年
の
県

総
体
優
勝
メ
ン
バ
ー
６

名
を
擁
す
る
松
江
西
高
に
は
及
ば

な
か
っ
た
も
の
の
、
準
々
決
勝
で

は
５
分
の
延
長
戦
で
２
点
を
守
り

抜
く
粘
り
勝
ち
を
お
さ
め
る
な
ど
、

今
年
の
男
子
バ
ス
ケ
部
の
飛
躍
を

象
徴
す
る
大
会
結
果
と
な
り
、
チ
ー

ム
大
黒
柱
の
和
田
翔
さ
ん
（
３
年
）

が
ベ
ス
ト
５
に
選
出
さ
れ
た
。

【
男
子
】

▽
１
回
戦

県
高
校
選
手
権

（
11
／
１
～
２
、
大
田
総
合
体
育
館
）

３
年
生
も
出
場
可
能
な
今
大
会

の
団
体
戦
は
通
常
の
試
合
と
は
異

な
り
、
勝
者
は
負
け
る
か
引
き
分

け
る
ま
で
対
戦
相
手
を
変
え
て
戦

う
た
め
、
一
人
で
対
戦
チ
ー
ム
の

５
人
全
員
に
勝
つ
「
５
人
抜
き

（
５
人
残
し
）
」
も
可
能
な
試
合
。

残
念
な
が
ら
本
校
は
部
員
不
足

の
た
め
、
３
名
で
出
場
し
た
男
子

団
体
は
飯
南
高
に
一
人
が
引
き
分

け
た
も
の
の
、
相
手
の
「
４
人
残

し
」
で
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ

た
。個

人
戦
で
は
安
部
勝
久
さ
ん

（
２
年
）
が
３
回
戦
に
進
出
し
た

が
、
第
一
シ
ー
ド
の
選
手
と
対
戦

し
て
上
位
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

▼
男
子
団
体
戦

三
刀
屋×

‐
○
飯
南

（
４
人
残
し
）

（
11
／
６
～
８
、
平
田
体
育
館
）

多
く
の
部
員
が
高
校
入
学
後
か

ら
競
技
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た

め
、
こ
の
時
期
の
試
合
で
は
上
位

進
出
が
難
し
い
。
来
春
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

【
団
体
戦
予
選
リ
ー
グ
】

▼
男
子

三
刀
屋
３
敗

▼
女
子

三
刀
屋
４
敗

県
高
校
新
人
戦

第
３
位

男子

第
18
回
中
国
高
校
新
人
戦

（
11
／
15
～
16
、
岡
山
県
久
米
南
町
・
美
咲
町
）

【
女
子
】

▼
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
⑥
鳥
取
城
北

（
鳥
取
）

【
男
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
⑦
笠
岡
工
業

（
岡
山
）

５
回
コ
ー
ル
ド

男
女
と
も
に
初
戦
突
破
は
な
ら

な
か
っ
た
。
女
子
は
初
回
か
ら
四

球
や
エ
ラ
ー
が
絡
ん
で
失
点
が
重

な
り
、
い
き
な
り
の
４
失
点
。
流

れ
と
し
て
は
コ
ー
ル
ド
負
け
も
懸

念
さ
れ
る
展
開
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
ピ
ン
チ
は
粘
っ
て
よ
く
凌
い

だ
と
い
え
る
。
そ
の
粘
り
が
初
回

県
高
校
選
手
権

（
11
／
14
、
情
報
科
学
高
校
）

正
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
春

高
バ
レ
ー
の
県
予
選
を
兼
ね
た
大

会
に
女
子
が
１
、
２
年
生
の
新
チ
ー

ム
11
名
で
出
場
。
日
頃
か
ら
し
ば

し
ば
練
習
試
合
で
対
戦
す
る
松
江

東
高
相
手
に
、
第
１
セ
ッ
ト
は
序

盤
か
ら
レ
シ
ー
ブ
で
粘
っ
て
流
れ

に
乗
り
先
取
。
し
か
し
、
第
２
・

バ
ス
ケ
部
の
記
念
樹
（
御
衣
黄
）

第
３
セ
ッ
ト
は
ミ
ス
の
連
続
か
ら

逆
に
相
手
を
乗
せ
て
し
ま
う
展
開

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
１
月
の

新
人
戦
に
向
け
て
、
一
つ
ひ
と
つ

の
プ
レ
ー
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

意
識
を
持
っ
て
練
習
し
た
い
。
」

（
野
々
村
監
督
談
）

▼
女
子
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
②
松
江
東

第
１
セ
ッ
ト
先
取
も
逆
転
を
許
す

吹

奏

楽

本
日
は
図
書
館
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

準
々
決
勝

延
長
戦
の
粘
り
勝
ち

（20年ぶり）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

三
刀
屋
83
‐
68
大
東

▽
２
回
戦

三
刀
屋
91
‐
51
松
江
南

▽
準
々
決
勝

三
刀
屋
57
‐
55
出
雲
工
業

（
延
長
戦
）

▽
準
決
勝

三
刀
屋
72
‐
106
松
江
西

※
第
３
位

一
方
、
女
子
は
新
チ
ー
ム
に
な
っ

て
最
初
の
公
式
戦
と
い
う
こ
と
か

ら
動
き
に
硬
さ
も
見
ら
れ
、
ミ
ス

も
重
な
っ
て
得
点
差
を
広
げ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
に

立
っ
た
ば
か
り
。
冬
場
の
走
り
込

み
で
ま
ず
は
一
勝
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
女
子
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋
48
‐
82
松
江
農
林

夏
の
野
球
応
援
が
終
わ
る
と
、

８
月
に
は
年
間
最
大
の
目
標
で
あ

る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
力
を
注

い
で
燃
え
尽
き
た
か
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
学
園
祭
と
続
い
て
吹
奏
楽

部
は
ゆ
っ
く
り
と
休
む
間
も
な
い
。

吹
奏
楽
部
は
体
育
部
並
み
の
体
力

も
必
要
だ
。

秋
に
は
前
号
で
も
紹
介
し
た
通

り
、
週
末
ご
と
に
市
内
各
地
の
地

域
イ
ベ
ン
ト
で
三
高
サ
ウ
ン
ド
を

披
露
。
11
月
も
市
内
中
野
地
区
の

文
化
祭
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
疲
れ
る
。
で
も
喜
ん
で
も
ら

え
る
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
。
そ
ん

な
気
持
ち
で
頑
張
り
続
け
る
吹
奏

楽
部
を
応
援
し
た
い
。

今
日
は
図
書
館
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
魅
せ
る
面
々
を
見
守
る
宇
山

サ
ン
タ
さ
ん
が
ご
褒
美
を
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

か
ら
発
揮
で
き
る
よ
う
、
「
立
ち

上
が
り
の
不
安
定
さ
を
克
服
し
た

い
」
（
三
嶋
監
督
談
）
。

男
子
は
県
内
２
校
枠
に
よ
り
安

来
と
と
も
に
出
場
し
た
が
、
正
式

部
員
８
名
で
の
戦
い
が
続
い
て
お

り
、
今
大
会
で
も
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
高
い
意
識
を
持
っ
て
冬

場
の
練
習
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い

が
、
あ
わ
せ
て
来
春
の
新
入
生
の

入
部
を
待
ち
た
い
。
そ
の
前
に
、

現
１
年
生
の
入
部
を
期
待
し
た
い
。



文 芸

演

劇

第
38
回
島
根
県
高
校
演
劇
発
表
大
会

（
11
／
１
～
２
、
県
民
会
館
）

県
大
会
優
良
賞
／
惜
し
く
も
中
国
大
会
出
場
な
ら
ず

Ｊ
Ｒ
Ｃ

第
５
回
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会

（
11
／
２
、
県
立
武
道
館
）

初
出
場
で
２
位
、
３
位

日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
が

主
催
す
る
標
記
大
会
は
、
心
肺
蘇

生
の
部
と
三
角
巾
包
帯
法
の
部
の

２
種
目
に
つ
い
て
、
各
３
名
ず
つ

が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
競

技
を
行
う
も
の
で
、
今
年
は
心
肺

蘇
生
の
部
に
25
チ
ー
ム
、
三
角
巾

包
帯
法
の
部
に
16
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
松
江
市
の
県
立
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
。

本
校
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少
年

赤
十
字
）
部
の
２
チ
ー
ム
が
三
角

巾
包
帯
法
の
部
に
出
場
し
、
決
勝

で
江
津
高
に
敗
れ
た
も
の
の
、
見

事
準
優
勝
を
果
た
し
た
（
準
決
勝

は
三
刀
屋
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た

た
め
に
２
位
、
３
位
と
な
っ
た
）
。

な
お
、
本
校
で
は
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
毎
年
、
教
職
員
と
２

年
生
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
＝
自
動
体
外
式
除

細
動
器
を
使
用
し
た
救
急
法
講
習

会
を
受
講
し
て
い
る
。

放

送

総
文
祭
放
送
部
門
松
江
地
区
予
選

（
11
／
12
、
松
江
市
立
女
子
高
）

来
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
滋
賀
大
会
に
つ
な
が
る
標

記
松
江
地
区
予
選
に
は
、
本
校
か

ら
は
朗
読
部
門
に
２
名
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
門
に
１
名
が
出
場
し
た
。

こ
の
う
ち
朗
読
部
門
に
は
県
内

各
校
か
ら
37
名
が
出
場
し
、
郷
土

ゆ
か
り
の
作
品
の
一
部
を
２
分
以

内
で
発
表
。
審
査
の
結
果
、
藤
原

香
玲
羅
（
２
年
）
さ
ん
が
松
本
侑

藤
原
さ
ん
（
２
年
、
朗
読
部
門
）
が
県
大
会
出
場
へ

子
著
「
拒
食
症
の
明
け
な
い
夜
明

け
」
の
一
節
を
読
ん
で
予
選
を
上

位
で
突
破
。
浜
田
市
で
開
催
さ
れ

る
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

▼
朗
読
部
門
（
予
選
通
過
）

藤
原
香
玲
羅
（
２
年
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ま
た
、
県
大
会
に
出
品
す
る
番

組
作
品
の
た
め
に
、
11
月
に
は
雲

南
市
木
次
町
中
心
部
の
石
田
魚
店

を
訪
れ
て
「
焼
サ
バ
」
作
り
を
取

材
し
た
（
写
真
）
。
地
元
の
名
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
で
、
上
位

入
賞
を
期
待
し
た
い
。

幸
村
さ
ん
（
２
年
）

部
員
の
創
作
で
挑
戦

９
月
の
松
江
地
区
、
出
雲
・
石

見
の
両
地
区
予
選
を
経
て
９
校
が

出
場
し
た
標
記
県
大
会
が
11
月
１

日
か
ら
の
２
日
間
、
島
根
県
民
会

館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

三
刀
屋
高
校
は
部
員
の
武
内
万

寿
さ
ん
（
２
年
）
脚
本
に
よ
る

『
羽
と
心
臓
と
鎧
』
を
熱
演
。

「
逃
げ
た
い
け
ど
逃
げ
ら
れ
な
い
。

分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
と

割
り
切
っ
た
つ
も
り
で
い
る
け
れ

ど
、
本
当
は
誰
か
に
分
か
っ
て
も

ら
い
た
い
。
」
そ
ん
な
心
の
葛
藤

を
象
徴
す
る
「
羽
」
「
心
臓
」

「
鎧
」
の
３
人
を
中
心
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
舞
台
は
、
高
校
生
の
創

作
と
は
思
え
な
い
重
厚
な
舞
台
に

仕
上
が
っ
た
。
３
年
ぶ
り
の
中
国

大
会
出
場
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
見
応
え
の
あ
る
１
時
間
の

舞
台
を
み
せ
て
く
れ
た
。

な
お
、
地
区
予
選
を
経
て
三
刀

屋
掛
合
分
校
の
演
劇
同
好
会
が
初

出
場
を
果
た
し
、
永
井
隆
博
士
を

主
人
公
と
す
る
『
ぼ
く
ら
の
Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』
を
演
じ
て
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

島
根
県
民
文
化
祭
文
芸
作
品

ル
ー
ズ
リ
ー
フ幸

村

蒼
依

私
は
ノ
ー
ト
に
な
れ
る

私
は
手
紙
に
な
れ
る

授
業
で
役
立
っ
て

み
ん
な
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

す
ご
い
で
し
ょ
？
で
も
ね

私
は
使
い
捨
て

飾
り
の
あ
る
び
ん
せ
ん
に
も

ま
と
め
ら
れ
た
ノ
ー
ト
に
も

な
れ
な
い
ん
だ

で
も
私
は
大
丈
夫

使
い
捨
て
で
も
大
丈
夫

み
ん
な
の
役
に
立
っ
て
い
る
か
ら

ル
ー
ズ
リ
ー
フ
は
使
い
捨
て

何
枚
も
捨
て
ら
れ
る
時
が
あ
る

で
も
ね

ル
ー
ズ
リ
ー
フ
は
何
度
も
つ
か
わ
れ
る

だ
っ
て
み
ん
な
の
役
に
立
っ
て
い
る
か
ら

９
月
上
旬
ま
で
公
募
さ
れ
た
島

根
県
民
文
化
祭
文
芸
作
品
の
審

影
山
さ
ん
（
１
年
）

入 選

高
校
生
世
代
「
人
権
の
詩
」

査
の
結
果
、
本
校
文
芸
部
の
幸
村

蒼
依
さ
ん
（
２
年
）
の
詩
「
ル
ー

ズ
リ
ー
フ
」
が
社
会
人
を
含
め
た

詩
・
一
般
の
部
で
入
選
を
果
た
し
、

「
島
根
文
芸
」
第
47
号
に
も
掲

載
さ
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
に
続
い
て
島
根
県

人
権
同
和
対
策
課
が
募
集
し
た
高

校
生
世
代
『
人
権
の
詩
』
に
は
県

内
か
ら
66
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
同

じ
く
文
芸
部
の
影
山
朋
未
さ
ん

（
１
年
）
が
、
祖
母
の
死
を
悼
ん

で
綴
っ
た
詩
「
散
っ
て
し
ま
っ
た

命
へ
」
で
入
選
を
果
た
し
た
。

影
山
さ
ん
の
作
品
を
含
め
、
上

位
入
賞
作
品
は
島
根
県
人
権
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

（11月1日、島根県民会館中ホール）

▼
島
根
県
民
文
化
祭
と
は
…

分
野
別
の
県
域
文
化
団
体
と
市
町
村

文
化
協
会
な
ど
46
団
体
が
加
盟
す
る
島
根
県
文
化
団
体
連
合
会
が
主

催
し
て
平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
12
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

以
前
の
島
根
県
芸
術
文
化
祭
に
か
わ
る
県
民
文
化
祭
は
、
未
来
の
文

化
の
担
い
手
を
育
成
し
、
広
く
若
者
を
取
り
込
ん
だ
文
化
祭
を
目
指

し
て
お
り
、
高
校
生
の
個
人
応
募
も
可
能
で
す
。

三角巾包帯法の部に出場した三刀屋

（３）第90号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）12月19日(金)



「
課
題
研
究
」
の
中
間
発
表
を
行
い
ま
し
た

【１年】授業『大学』では

島根大学より

美濃地裕子氏（入学センター准教授）

学生34名

【２年】「課題研究」中間発表では

矢野俊人氏（県商工労働部雇用政策課）

梅木郁夫氏（雲南市健康福祉部次長）

渡部 喬氏（雲南市産業振興部）

浦﨑太郎氏（岐阜県立可児高等学校教諭）

10
月
の
東
京
研
修
を
経
て
、
１
学
期
に
設
定
し
た
課
題
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
２
年
生
は
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
中
間
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
「
雲
南
市
教
育
フ
ェ

ス
タ
」
に
あ
わ
せ
て
11
月
８
日
（
土
）
に
実
施
し
た
も
の
で
、↑ポスターセッションとは

研究発表等の形式のひとつ。論文形式の発表ではな
く、発表者が研究内容を模造紙のポスターにまとめて

会場に掲示し、ポスターの前に集まった参加者に随時

口頭で説明する形をとり、質問にも応じる。発表のフ
リーマーケットと呼ばれることもあるが、学校では便
宜的に発表者と聞き手を半分ずつに分け、時間を区切っ

て移動しながら互いに発表しあう形式をとる。

（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

午
前
中
は
島
根
県
商
工
労
働
部
雇
用
政
策
課
と
雲
南
市
か
ら
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
迎
え
し
て
ポ
ス
タ
ー
の
仕
上
げ
作
業
に
か
か

り
、
午
後
は
体
育
館
に
並
べ
た
パ
ネ
ル
に
完
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
、
そ
の
前
で
班
別
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

課題研究テーマ

「地域性に合った住宅」

班員４名（工学部建築学科志望）

以下の内容で、10枚のパーツからな

るポスターで発表概要をまとめました。

①研究テーマ設定の理由(動機)

②研究目的・研究仮説

③研究方法・研究計画

④検証結果・調査結果

・沿岸部で塩害のある地域での対策

・内陸部の積雪の多い地域での対策

・平野で風の強い地域での対策

最後に

・島根県の地域性に合った建築様式

とは何かをまとめました

52班の例

■東京での自主研修先

①駒沢公園ハウジングギャラリー

・都内最大級の総合住宅展示場

②テラジマアーキテクツ

・モダン住宅の建築設計・住宅

建築を手がける建築家集団

２年

発
表
後
に
は
、
聞
き
手
か
ら
の
感
想
や
提
案
が

↑岐阜県立可児高等学校の浦崎太郎先生もアドバイザー
として生徒の発表に耳を傾ける。

付箋でポスターに次々と貼られていく。

※ 中間発表での助言を参考に分

析・考察を深め、今後はパワーポ

イントに整理して３学期のプレゼ

ンに備えます。

52班のポスター

雲南市教育フェスタ２０１４ 地域でつなぐキャリア教育モデル事業

11月8日(土)
in 三刀屋高校

↓ 三高生に助言をいただきました ↓

2014年（平成26年）12月19日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第90号（４）



参
加
者
の
一
人

▼
板
持
加
奈
さ
ん
（
１
年
）
の
声

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
な
ん
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
参
加
す
る
ま
で
、
将
来

の
事
と
か
あ
ま
り
本
気
で
考
え
て
い

な
く
て
、
今
が
楽
し
け
れ
ば
そ
れ
で

い
い
や
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

違
っ
た
考
え
の
人
や
ア
ラ
ー
レ
の
皆

さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
は
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

何
と
な
く
海
外
の
こ
と
に
興
味
は

あ
り
ま
し
た
が
、
話
し
合
い
を
通
じ

て
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
発
展
途
上

国
の
人
た
ち
を
援
助
す
る
仕
事
で
す
。

少
し
目
標
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
漠
然
と
し
た
高
校

生
活
で
し
た
が
、
今
は
目
標
に
向
か
っ

た
生
活
が
出
来
て
い
ま
す
。

今
、
私
の
話
を
聞
い
て
皆
さ
ん
思
っ

た
で
し
ょ
う
が
、
私
は
自
分
の
思
っ

た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
の
が
苦
手
で
、

自
分
で
も
何
言
っ
て
ん
だ
ろ
う
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ラ
ー
レ

の
皆
さ
ん
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と

を
引
き
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自

分
よ
り
も
経
験
豊
富
な
大
人
の
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
大
切
な
こ

と
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
板
持
さ
ん
が
参
加
し
た
９
月
は
、

高
校
生
19
名
と
ア
ラ
ー
レ
の
皆
さ
ん

21
名
が
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
１

泊
２
日
の
宿
泊
研
修
「
幸
雲
南
塾
in

三
瓶
」
を
行
い
、
自
分
の
可
能
性
や

価
値
観
な
ど
を
話
し
合
い
、
将
来
像

を
描
く
き
っ
か
け
に
し
ま
し
た
。
）

放
課
後
の
教
職
員
研
修
に
講
師
と
し
て
お
招
き

し
た
浦
崎
先
生
は
、
岐
阜
県
の
普
通
科
の
進
学
校

で
、
地
元
の
県
や
市
の
首
長
部
局
や
関
係
機
関
と

の
協
働
体
制
を
も
と
に
、
学
校
や
地
域
の
課
題
解

決
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

実
践
中
と
の
こ
と
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
が
急
速
化
す
る
今
後
の

地
域
社
会
で
は
、
学
校
段
階
か
ら
生
徒
を
よ
り
地

域
に
目
を
向
け
さ
せ
る
き
っ
か
け
作
り
が
必
要
で

あ
り
、
生
徒
自
身
が
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
の

中
で
進
路
目
標
を
つ
か
み
、
夢
に
向
か
っ
て
動
き

出
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
ま
、
高
校
を
地
域
に
埋
め
戻
す
と
き
」

教員研修

浦
崎
太
郎
氏
（
岐
阜
県
立
可
児
高
等
学
校
）

11月9日(日) in 三刀屋中学校

自分をつくる楽校

地域でつなぐキャリア教育モデル事業 雲南市教育フェスタ２０１４

１年 授業『大学』

雲
南
市
教
育
フ
ェ
ス
タ
開
催
に

合
わ
せ
、
11
月
８
日
（
土
）
の
午

後
２
時
間
、
１
年
生
は
島
根
大
学

の
学
生
34
名
を
迎
え
て
「
授
業

『
大
学
』
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
「
理
想

の
自
分
」
「
今
の
自
分
」
「
そ
の

差
を
埋
め
る
た
め
の
目
標
」
を
高

校
生
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
大
学

生
が
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

高
校
生
か
ら
学
生
へ
の
質
問
、
学

生
か
ら
の
経
験
談
も
参
考
に
し
な

が
ら
の
意
見
交
換
で
自
分
の
考
え

を
深
め
ま
し
た
。
島
大
生
に
と
っ

て
も
本
校
生
に
と
っ
て
も
、
刺
激

の
多
い
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

目
的

▼
大
学
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

▼
目
の
前
の
高
校
生
活
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
「
今
」
を
充
実
さ
せ
る

最終回

１
年
「
地
域
産
業
研
究
」
学
年
発
表
会

働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

仕
事
に
お
い
て
自
分
に
与
え
ら
れ

た
役
割
は
何
な
の
か
。
10
月
に
実

施
し
た
３
日
間
の
「
地
域
産
業
研

究
」
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

で
の
体
験
も
踏
ま
え
て
、
自
分
と

地
域
の
今
と
将
来
を
見
つ
め
た
１

年
生
。
11
月
の
各
ク
ラ
ス
で
の
プ

レ
ゼ
ン
を
経
て
、
期
末
試
験
後
の

今
月
10
日
に
は
代
表
17
名
が
学
年

集
会
で
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
、
地

域
や
社
会
に
お
け
る
課
題
と
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
提
言
を
発
表
し

ま
し
た
。

同日

11/8

12
／
10
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「
地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
６

月
か
ら
月
一
回
開
催
さ
れ
た
土
曜
学
習
「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」
。
東
京

を
中
心
に
活
動
す
る
若
手
の
社
会
人
集
団
ア
ラ
ー
レ
の
皆
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
「
将
来
な
り
た
い
自
分
」
に

つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
っ
た
11
月
に
は
、
雲
南
市
教
育

フ
ェ
ス
タ
の
会
場
で
、
参
加
生
徒
が
「
楽
校
」
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

主
催
／
地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
雲
南
地
区
連
携
推
進
連
絡
会



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

（平成25年度～27年度、県教委指定）

第７回

昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
斐
伊
川
で

は
三
刀
屋
町
伊
萱
か
ら
下
流
域
で
船
を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
川
砂
鉄
を

採
取
す
る
た
め
の
船
底
の
浅
い
平
田
船

だ
っ
た
（
写
真
中
）
。
昭
和
47
年
の
水

質
汚
濁
防
止
法
に
よ
っ
て
鉄
穴
流
し
が

完
全
に
姿
を
消
し
た
後
も
、
川
砂
の
中

の
砂
鉄
を
シ
ジ
ミ
取
り
の
際
と
同
じ
よ

う
な
鋤
簾
（
じ
ょ
れ
ん
）
で
掬
っ
て
船

に
積
む
光
景
が
し
ば
ら
く
あ
っ
た
（
砂

鉄
は
日
立
金
属
安
来
工
場
に
納
入
）
。

現
在
で
は
そ
の
川
船
の
姿
を
見
る
こ

と
は
な
く
な
っ
た
が
、
近
代
ま
で
は
斐

伊
川
や
そ
の
支
流
に
物
資
運
搬
用
の
船

が
数
多
く
浮
か
ん
で
い
た
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

１
９
１
６
年
に
簸
上
鉄
道
宍
道
駅
・
木

次
駅
間
（
現
木
次
線
）
が
開
通
す
る
ま

で
は
、
斐
伊
川
の
船
運
が
物
資
輸
送
の

大
動
脈
と
し
て
生
き
て
い
た
。
重
量
の

あ
る
米
や
鉄
製
品
を
仁
多
郡
か
ら
は
木

次
ま
で
、
飯
石
郡
か
ら
は
三
刀
屋
ま
で

馬
で
運
び
、
こ
こ
か
ら
高
瀬
舟
に
乗
換

え
、
さ
ら
に
は
日
本
海
を
就
航
し
た
北

前
船
に
積
み
替
え
て
大
坂
や
江
戸
へ
と

向
か
っ
た
（
雲
南
市
吉
田
町
の
田
部
家

は
専
用
の
北
前
船
を
有
し
て
い
た
）
。

た
た
ら
侍
も
斐
伊
川
や
日
本
海
の
水
運

を
利
用
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

斐
伊
川
水
運
の
４
割
の
船
は
木
次
を

拠
点
と
し
た
。
桜
並
木
で
有
名
な
斐
伊

川
の
木
次
土
手
に
は
写
真
の
常
夜
燈
が

今
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
っ

た
船
着
き
場
の
目
印
か
つ
街
燈
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
エ
ン

ジ
ン
な
し
の
船
で
上
流
へ
は
ど
う
や
っ

て
戻
っ
た
の
か
？
風
向
き
が
良
け
れ
ば

帆
を
張
っ
た
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
人

力
で
川
岸
か
ら
引
っ
張
る
し
か
な
い
。

斐
伊
川
で
は
数
隻
を
つ
な
い
で
各
船
一

人
の
船
頭
が
棹
を
さ
し
、
何
十
メ
ー
ト

ル
の
綱
を
多
く
の
人
手
で
川
岸
か
ら
上

流
へ
と
引
っ

張
っ
た
。
そ

の
た
め
川
岸

の
邪
魔
な
木

は
伐
り
倒
さ

れ
、
曳
舟
の

た
め
の
道
が

で
き
て
い
た

は
ず
だ
。

斐
伊
川

物
語
第
６
回

今昔

川
船
が
浮
か
ん
だ
物
資
運
搬
の
大
動
脈

錦織良成監督映画『たたら侍』を勝手に応援するシリーズ

↑JR木次駅前の斐伊川
土手に残る常夜燈。こ
こに船着き場があった。
写真背後は木次大橋。

木
次
に
77
隻

三
刀
屋
に
36
隻

※
『
新
修
木
次
町
史
』
に
加
筆

↑江戸の曳舟川(墨田区)の船を
曳舟道から人力で引っ張る様子。

うんなん若者会議２０１４

旧暦神在月に全国の神々が集ったという神話になぞ
らえ、市内外の10代から30代の高校生世代から学生・
社会人までの若者が集い、多分野

のゲストと出会い語り、未来を考
えた発表までを行う催し。
初開催だった昨年はこの会議で

の提言をきっかけに、今年の4月
に「若者チャレンジプロジェクト
in桜まつり」を盛り上げました。

12/7

〔
高
校
生×

大
学
生×

社
会
人
〕
三
高
生
も
18
名
参
加

地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

高
校
生
か
ら
大
学
生
、
30
代
ま

で
の
若
手
社
会
人
が
「
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
（
地
域
づ
く
り
）
」
を

テ
ー
マ
に
上
記
三
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
フ
ラ
ッ
ト
に
話
し
合
い
、

刺
激
し
合
い
、
成
長
し
合
う
場
づ

く
り
を
目
指
す
「
う
ん
な
ん
若
者

会
議
」
が
昨
年
に
続
い
て
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
百
名

を
超
え
る
若
者
が
熱
気
あ
ふ
れ
る

意
見
交
換
を
行
な
い
、
実
現
し
た

い
地
域
へ
の
提
言
を
語
り
合
っ
た
。

地
域
で
活
躍
す
る
左
記
の
皆
さ

ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
っ

た
こ
の
会
議
に
は
本
校
か
ら
も
18

名
が
参
加
し
、
市
内
で
の
取
り
組

み
の
事
例
発
表
も
参
考
に
、
地
域

に
関
心
を
寄
せ
る
若
者
同
士
で
和

気
あ
い
あ
い
の
話
し
合
い
が
進
ん

だ
。昨

年
は
こ
の
会
議
を
も
と
に
、

春
の
「
雲
南
市
桜
ま
つ
り
」
で
賑

わ
い
創
出
の
具
体
的
提
案
を
練
り

上
げ
た
。
今
年
は
如
何
に
？
計
画

を
煮
詰
め
て
実
践
し
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。

今
年
の
テ
ー
マ
分
野

①

ア
ー
ト
・
演
劇
・
音
楽

②

食
・
場
づ
く
り

③

教
育
・
医
療

【
参
加
者
の
声
〔
本
校
女
子
〕
】

大
学
生
や
社
会
人
の
方
と
打
ち

解
け
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。
想
像
以
上
に
楽

し
か
っ
た
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
参
加
し
た
い
と
思
う
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
氏
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

▽
宮
治
勇
輔
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
家
の
こ
せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

▽
今
村
久
美
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
代
表
理
事
）

↑今年4月の桜祭り会

場で運行した「オロチ

バス」には三高生も参

加した。

雲南市加茂文化ホール「ラメール」で

2014年（平成26年）12月19日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第90号（６）



日 曜 学校行事等 部活等

１ 木 元日

２ 金

３ 土

４ 日 3年直前M模試

５ 月
仕事始め

開寮

６ 火 3年冬期補習

７ 水

８ 木 始業式 課題テスト 学校評価(保護者回収)

９ 金 人権・同和教育SHR

１０ 土 土曜補習 学校開放 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 柔道

１１ 日 学校開放

１２ 月 成人の日

１３ 火 S.C

１４ 水

１５ 木 2年進研記述学テ 3年学年集会

１６ 金 1・2年進研記述学テ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

１７ 土 センター試験 土曜補習

１８ 日 センター試験

１９ 月 センター試験自己採点

２０ 火
3年2次対策補習(～3/11)
第2回自動車学校入校説明会

２１ 水

２２ 木

２３ 金 第3回英検

２４ 土 吹奏楽

２５ 日 3年三者面談(センター試験受験者) 学校開放

２６ 月

２７ 火 2・3年桐原小論文講演会 美術

２８ 水 美術

２９ 木

３０ 金 美術

３１ 土 土曜補習 3年2次対策模試 吹奏楽

11
月
９
日
ま
で
の
読
書
週
間

に
合
わ
せ
、
図
書
委
員
会
で
は

書
籍
紹
介
の
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
実
施
。
応
募
全
20
作

品
の
中
か
ら
、
投
票
で
上
田
千

浩
さ
ん
（
１
年
）
の
作
品
が
１

第1位 上田千浩さん（1年）
対象本：「よつばと」
作 者：あずまきよひこ
出版社：ｱｽｷｰ･ﾒﾃﾞｨｱﾜｰｸｽ

【紹介コメント】

元気な五歳の女の子 小岩井よつば

何気ない毎日の中で様々な

はじめてに出会い 感動に触れていく。

そんなよつばの愛おしい日々を描いた

日常マンガです。

位
に
選
出
さ
れ
、
豪
華
景
品
？

が
贈
ら
れ
た
（
は
ず
だ
）
。

ま
た
、
11
月
11
日
に
は
「
古

雑
誌
市
」
も
開
催
。
図
書
館
の

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
の
無

料
配
布
が
あ
り
、
事
前
に
引
換

券
を
入
手
し
た
生
徒
が
喜
ん
で

持
ち
帰
っ
て
い
っ
た
。

２０１５年(平成２７年)

日 曜 学校行事等 部活等

１９ 金

人権に関する意識調査
終業式 表彰伝達式
1・2年保護者面談(～26)
3年三者面談(～26)
学校評価(保護者配布)

図書館ﾐﾆｺﾝｻｰﾄ

２０ 土 3年北予備F模試(島大) 剣道新人戦

２１ 日 3年北予備F模試(島大)

２２ 月 3年冬期補習

２３ 火 天皇誕生日 学校開放 ｿﾌﾄﾃﾆｽ室内選手権

２４ 水 3年冬期補習

２５ 木 3年冬期補習

２６ 金 3年冬期補習

２７ 土 3年直前M模試

２８ 日 3年直前M模試 閉寮

２９ 月

３０ 火

３１ 水

注意→本校の推薦入学者選抜・スポーツ推進指定校推薦入学者選抜に係る
日程については省略させていただきます。

↑
昇
降
口
に
掲
げ
ら
れ
た
応
募
作
品

■ 三刀屋高校では12月の人権週間に先だって、11月のＬＨＲ

を利用して人権・同和教育の公開授業を実施しました。

【1年】…「言い方次第で気持ちも変わる」

日常起こり得る場面を想定してロールプレイを行い、事後の

シェアリングによってその時の自分や相手の気持ちを確認。言

い方によって良好な対人関係を構築できることに気づきました。

【2年】…「教科書無償化への取り組み」

教科書無償化のために動いた人々の姿を振り返りながら、憲

法に保障された権利を獲得するための被差別部落の人々の取り

組みが、社会全体の利益につながったことを理解し、人権を守

るための主体的な態度や行動の大切さを学びました。

【3年】…「結婚差別から考える」

一学期の「公正な採用選考・公正な入学選抜」に続き、現実

の社会に今なお残る結婚差別の具体的事例から、他人事ではな

く、自分自身が問題に直面した時にどのような行動を取るべき

かを考えました。

■ 高校生世代『人権の詩』影山朋未さん（1年）入賞

（本紙3面に関連記事）

■ ノーベル平和賞受賞のマララさんのスピーチを配布

受賞直後に、学校でインタビューに応じた際のスピーチを、

同世代の高校生にも知ってもらいたいと校長が全校に配布しま

した。彼女にとっては第二言語である英語によるそのスピーチ

は、シンプルかつ心に響くものでした。

人権週間とは

国際連合は世界

人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め、日本で
も昭和24年から毎年12月10日を最終日とする１週間（12月4日か

ら10日まで）を，「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高
揚を図るため，全国各地でも集中的な啓発活動を行っています。

（７）第90号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2014年（平成26年）12月19日(金)



島
根
の
過
疎
化
を
進
め
る
大

き
な
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
昭

和
38
年
の
豪
雪
（
サ
ン
パ
チ
豪

雪
）
だ
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
翌
39
年
に
は

国
道
54
号
線
の
広
島
県
境
の
難

所
赤
名
峠
の
下
に
「
赤
名
ト
ン

ネ
ル
」
が
開
通
。
あ
わ
せ
て
急

坂
と
数
多
く
の
屈
曲
が
続
く
旧

国
道
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割
を
担
っ

て
「
頓
原
道
路
」
が
開
通
し
た
。

ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
事
だ
。
後

者
は
頓
原
の
町
を
過
ぎ
た
花
栗

地
区
か
ら
青
雲
ト
ン
ネ
ル
ま
で

続
く
有
料
道
路
で
、
昭
和
56
年

に
無
料
化
さ
れ
る
ま
で
あ
っ
た

料
金
所
の
跡
は
、
現
在
道
の
駅

頓
原
が
で
き
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

昔
は
冬
季
の
豪
雪
に
よ
り
陸

の
孤
島
的
状
況
に
陥
る
危
険
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
開
通
に

よ
っ
て
道
路
状
況
は
飛
躍
的
に

改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
昭
和

40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て

の
マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
も
支
え

ら
れ
て
、
飯
南
町
方
面
か
ら
の

通
勤
通
学
に
も
変
化
を
も
た
ら

し
た
。

時
期
を
同
じ
く
す
る
高
校
進

学
率
の
高
ま
り
は
、
雲
南
市
に

隣
接
す
る
飯
南
町
か
ら
も
三
刀

屋
高
校
へ
の
進
学
者
の
漸
増
傾

向
を
す
す
め
、
昭
和
50
年
代
に

は
全
校
で
50
名
前
後
を
数
え
る

時
期
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
道
路
状
況
が
次
第
に

改
善
さ
れ
た
と
は
言
っ
て
も
、

飯
石
郡
内
の
国
道
か
ら
離
れ
た

地
域
や
仁
多
郡
か
ら
の
入
学
者

も
多
く
、
上
表
の
よ
う
に
寮
生

や
下
宿
生
が
多
か
っ
た
。

現
在
で
は
飯
南
町
の
中
高
一

貫
教
育
も
あ
っ
て
同
町
か
ら
の

本
校
入
学
者
は
少
な
く
、
遠
方

か
ら
も
自
宅
通
学
者
が
多
く
な
っ

て
入
寮
者
は
激
減
し
た
（
今
年

度
は
寮
生
17
名
）
。
一
方
で
、

朝
晩
は
保
護
者
に
よ
る
車
の
送

迎
で
、
学
校
近
く
の
道
路
が
混

み
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（赤名トンネル・頓原道路開通50周年）

第５回 道路・通学状況の変化

三高90年物語
さ ん こ う

先
日
の
一
年
生
「
地
域
産
業
研

究
」
発
表
会
で
は
、
生
徒
や
来
賓

の
皆
様
か
ら
「
実
際
の
働
く
場
は

地
味
な
仕
事
の
連
続
だ
が
、
意
味

の
な
い
仕
事
は
な
い
。
」
と

い
う
旨
の
発
言
が
相
つ
い
だ
。

そ
し
て
「
目
の
前
に
あ
る
課

題
に
向
き
合
っ
て
、
勉
学
に

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
励
み
た

い
。
」
と
い
う
生
徒
の
決
意

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
最
後
の

発
表
者
Ａ
君
が
そ
の
思
い
を

ま
と
め
て
く
れ
た
。

「
会
社
（
勉
強
）
と
か
け
て
」

「
飛
行
機
と
解
き
ま
す
」

そ
の
心
は

「
つ
い
楽
（
墜
落
）
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
」

三
高
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成

果
に
触
れ
る
年
の
瀬
だ
っ
た
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

西暦 和暦
全校
生徒数

寮生 下宿生 備 考

1967 昭和42 961 69 67
団塊世代の在学ピークは越えたが、
生徒数は千人近かった。(55人学級)

1969 昭和44 831 65 70 現教室棟竣工の年 三刀屋ﾄﾝﾈﾙ竣工

1972 昭和47 804 52 68
54号線全通の翌年。雲南警察署前の
バイパス(現54号線)はまだなかった。

1982 昭和57 725 63 40
島根国体開催の年。県内の54号線は
ほぼ現在のルートになっていた。

1992 平成4 800 58 26
第2次ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾑ世代が在学し、進学
が最も難関の時期だった。

た
と
の
事
。
施
錠
率
87
％
の
こ
の

数
字
を
聞
い
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
県
平

均
よ
り
高
く
て
ま
ず
ま
ず
の
結
果

と
感
じ
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

一
学
期
に
校
内
で
自
転
車
紛
失
被

害
が
あ
っ
た
の
ち
、
幾
度
も
施
錠

す
る
よ
う
に
と
の
注
意
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
20
台
を
超
え
る
無
施
錠
自
転

車
が
あ
る
こ
と
に
、
憤
り
を
感
じ

る
三
高
生
の
方
が
絶
対
に
多
い
は

ず
（
盗
難
さ
れ
た
自
転
車
が
他
の

施
錠
不
安
は
解
消
で
き
た
か
？

（自転車の）

鍵かけ甲子園島
根
県
警
が
初
の
試
み
と
し
て

実
施
し
た
「
秋
の
鍵
か
け
甲
子
園

２
０
１
４
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、

出
雲
高
校
が
施
錠
率
約
98
％
で
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

大
会
に
は
本
校
を
含
む
県
内
31

校
が
参
加
。
警
察
署
員
が
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
３
回
、
各
校
に

赴
い
て
施
錠
状
況
を
抜
き
打
ち
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
各
校
で
も
啓
発
活
動
を

重
ね
、
県
全
体
で
は
１
回
目
の
調

査
に
比
べ
て
３
回
目
に
は
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
増
の
79
・
６
％
と
施
錠

率
が
ア
ッ
プ
し
、
一
定
の
効
果
を

あ
げ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
三
刀
屋
高
校
の
結
果
は

如
何
に
？
各
校
個
別
の
数
字
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
11
月
７
日

の
本
校
チ
ェ
ッ
ク
状
況
を
聞
く
と
、

１
６
２
台
中
21
台
が
無
施
錠
だ
っ

【
鍵
か
け
甲
子
園
と
は
？
】
島
根
県
内
で
盗
難
被
害
に
あ
っ
た
自
転
車
の

無
施
錠
率
が
近
年
85
％
前
後
で
推
移
し
、
３
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

位
と
な
っ
た
。
昨
年
の
自
転
車
盗
難
被
害
が
７
７
８
件
、
そ
の
う
ち
高
校

生
の
被
害
が
２
６
７
件
と
高
か
っ
た
の
を
受
け
、
鍵
か
け
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
島
根
県
警
が
は
じ
め
て
実
施
し
た
。

安
心
・
安
全

な
社
会
を
作

る
た
め
に
も

犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
。

自
分
の
自
転
車
を
守
る
と
同
時
に
、

自
分
を
含
む
社
会
全
体
の
犯
罪
抑

止
の
た
め
に
も
施
錠
し
て
も
ら
い

た
い
。
今
日
で
は
、
そ
う
い
う
考

え
に
立
つ
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

安
心
安
全
な
社
会
づ
く
り
の
た
め

新
制
三
刀
屋
高
校
が
誕
生
し
た
昭
和

20
年
代
。
写
真
中
央
の
横
に
ま
っ
す
ぐ

見
え
る
の
が
三
刀
屋
川
。
こ
れ
と
並
行

し
て
後
の
国
道
54
号
の
ル
ー
ト
が
走
る
。

左
隅
に
上
下
（
南
北
）
に
か
す
か
に
見

え
る
筋
が
今
も
出
雲
市
に
つ
な
が
る
道
。

そ
の
反
対
側
は
、
後
に
国
道
３
１
４
号

と
な
る
道
で
、
白
矢
印
の
起
点
の
位
置

に
見
え
る
黒
点
は
、
54
号
と
３
１
４
号

の
交
差
点
位
置
に
あ
っ
た
一
軒
家
。

江
戸
時
代
に
在
郷
町
と
し
て
発
展
し

た
三
刀
屋
と
木
次
の
中
心
部
は
家
も
密

集
し
て
い
た
が
、
今
は
四
車
線
道
路
と

な
っ
て
店
舗
が
立
ち
並
ぶ
写
真
の
位
置

は
家
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
高
校
下

か
ら
は
、
斐
伊
川
の
旧
里
熊
橋
（
現
在

よ
り
も
や
や
上
流
に
あ
っ
た
）
ま
で
の

約
４
㎞
を
、
遮
る
も
の
も
な
く
直
線
状

に
の
ぞ
む
事
が
で
き
た
と
い
う
。

で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い

て
人
権
感
覚
が
問
わ
れ
る
場
で
も

あ
る
。
無
施
錠
の
君
は
そ
れ
で
も

施
錠
し
な
い
？

↓昭和20年代（「母校今昔 写真で綴る70年」より）

■みしまや

三刀屋店

地王峠
平成記念病院

出雲市方面

奥出雲町方面
国道314号

三
刀
屋
高
校

↑昭和20年頃の上町商店街（「みとやの歴

史」旧三刀屋町教委発行より）※この商店
街のバイパスとして三刀屋川沿いの現国道
ルートが開通する前は、昭和40年代もこの
道が陰陽連絡のメインルートだった。

2014年（平成26年）12月19日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第90号（８）

↑頓原道路の料金所があった付近に
は、道の駅ができて賑わっている。


